
ご相談内容
手術で摘出した癌サンプルをアレイにかけた結果があります．また，摘出サンプルの臨床病理学的所見と追跡
データもあります．

Q. これらの情報から，術後予後を予測または分類することは出来ませんか?
Q. 術後予後を予測または分類するバイオマーカー候補（遺伝子または遺伝子の組合せ）は見つかりませんか?

受託内容
ご相談の結果，次の2つを達成する「アルゴリズムの選定」，「プログラム作成」と「解析代行」を請け負いました．

1） 遺伝子発現プロファイルに基づいた転移予測モデルの構築による予後診断法の確立
2） 肝転移に関与すると思われる遺伝子群の抽出

受託期間
6ヶ月間（2005年8月 ～ 2006年1月）

キーワード
DNAマイクロアレイ，臨床データ，予後予測，遺伝子抽出，遺伝的アルゴリズム，ニューラルネットワーク
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2) 遺伝子の自動選択（■）
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3) 転移予測モデル構築
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予後タイプ1

予後タイプ2

学習用データセット

評価用データセット

希望正答率
以上?

モデル完成 YES

NO

Data Mining
Business intelligence

遺伝的アルゴリズム(GA)は，ある問
題に対する最適な解を求めるための
手法であり，生物の世界における遺
伝の法則を真似て作られた手法であ
る．複数の解(入力する遺伝子)を，
遺伝的に変化させながら，より良い
解を求めていく．結果、最適な遺伝
子の組み合わせが得られる

予後タイプ1
予後タイプ2

データセット

全ての遺伝子を入れる?
→ 大量すぎる
→ では、どの遺伝子を入れる?

遺伝的アルゴリズムで、最適組み合わせを絞り込み

遺伝的アルゴリズムを用いて
バイオマーカー遺伝子候補

を決定

ニューラルネットワークで
予測モデル構築
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最適な組み合わせを
「再決定」

予測誤差をフィードバックし
予測精度をUP

モデル候補
確定

学習用データ
に対する予測
精度は高い

学習用データとは別の
評価用データを用いて
モデル評価をする
(過学習対策)

別データを用いて
モデルの再評価
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GAで選ばれた遺伝子を用いて
ニューラルネットワーク


